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4
ＡＰＲＩＬ

4/1木～4/15木 4/1木～4/15木
4/6火～4/25日

広重・東海道五拾三次展 近代の
日本画 新収蔵

品展
4/24土～5/30日 4/27火～5/30日

よみがえる

中国歴代王朝展
～至宝が語る歴史ロマン―殷から宋まで

静岡県美ベスト・
セレクション
－若冲《樹
花鳥獣図屏
風》出展！

5
ＭＡＹ

6
ＪＵＮＥ

(5/31月～6/11金 展示室くん蒸などのため休館)

6/12土～7/11日

山の風景
－山水から山岳風景まで－
和田英作､ 東山魁夷､
曽宮一念など

6/22火～8/15日

印 象 派 へ の 道

イタリアの光景 1780-1850
若い画家たちが描いた南欧の明るい光と大地｡

いま世界で注目を集める待望のオイル・スケッチ展｡ 日本初！

7
ＪＵＬＹ

7/13火～8/15日

色､ いろ､ イロ
―色彩の交響曲―

7/21～8/8

ようこそ現代美術へ
－アメリカの夢8

ＡＵＧＵＳＴ 8/17火～9/20月祝8/24火～10/24日

近代美の発見
―明治の絵画・

同時代の西洋画―ロダン館開館10周年記念

〈彫刻〉と〈工芸〉－近代日本の技と美
近代西洋彫刻と出会った江戸の匠の技｡

〈彫刻〉と〈工芸〉の出会いは何を生み出したか｡

9
ＳＥＰＴＥＭＢＥＲ 9/22水～10/24日

｢道｣－絵のなかを歩く
ロイスダール､ コロー､
鉄斎､ 広重､ 佐伯祐三､

など
10

ＯＣＴＯＢＥＲ
10/26火～12/12日

画家と
異国

―日本から

のまなざし

11
ＮＯＶＥＭＢＥＲ

11/2火～12/12日

没後30年 香月泰男展
～〈私の〉シベリア､ そして〈私の〉地球～
極寒のシベリアでの抑留生活｡ 傑作＜シベリア・シリーズ＞の誕生と

そこに秘められた故郷の自然と暮らし｡ 代表作120点による､ 最大の回顧展｡

12
ＤＥＣＥＭＢＥＲ

(12/13月～26日 工事休館)

(12/27月～1/1土 年末年始休館)

1
ＪＡＮＵＡＲＹ

1/2日～1/30日 1/2日～1/30日

第17回富嶽ビエンナーレ展
県内最大の公募展

20世紀の美術
－絵は音楽を夢見た－

2
ＦＥＢＲＵＡＲＹ

2/1火 臨時休館 (パネル移動のため)

2/2水～3/6日
2/5土～3/13日

西洋の
風景画

若冲と京の画家たち～京都が育んだ美の系譜～
奇想天外！若冲のモザイク風屏風をはじめ､

大雅､ 応挙､ 鉄斎など､ 所蔵品を中心に一堂に展示｡

3
ＭＡＲＣＨ

3/8火～3/19土～
静岡県美所蔵

日本洋画の精髄
〈風景〉をめぐる10の物語－学芸員の眼

10人の学芸員が作り上げる､ 館蔵品による10の〈風景〉｡


